
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

● ５月下旬頃の開花･結実期以降は、気温や降水量の上昇とともに病害虫の発生が

高まる時期です。 

 

● 病気は、黒とう病、べと病、晩腐病等感染しても 

潜伏期間中は症状が現れません。したがって、 

防除暦に従い、被害が発生するかなり前の休眠期 

や萌芽後間もない生育初期に予防散布を十分に行 

うことが重要です 

 

今年の生育状況は？（５月１日現在） 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

● ２、３月の良好な天候によりブドウの生育は大きく進みましたが、その後、４月

中旬より気温の上昇が停滞しています。その結果、NOSAI の調査におけるブドウ

各品種の生育はほぼ平年並み～やや遅いとなっています。 

 

● この気象傾向は、昨年のパターンに似ているとも言えます。今後の気象変化に十

分に注意しながら、晩霜害や雹害の被害軽減と事後対策に備える必要があります。 

生育初期の予防散布の重要性 

● 害虫ではクワコナカイガラムシについて、果樹試

験場が有効な防除技術を発表しました。 

 

● ジノテフラン水溶剤（農薬名：スタークル顆粒水

溶剤・アルバリン顆粒水溶剤）を５月上旬に樹幹

へ塗布すると高い防除効果が得られます。 

 

● 塗布後の防除は、防除暦に従い、通常の薬剤散布

を徹底して下さい。本技術は 指導機関に相談し

ながら補完技術として 被害が多い樹で活用して

下さい。  

 

幼果に発生したべと病 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 

果房内部に発生したクワコナカイガラムシ 


